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観光客アンケート調査 

▮ 回答者の属性について 

 ‣男女比の割合は半々となり、年代はそれぞれ20％となる。 

 ‣回答者の居住地の割合は、東京が最も多く21.7%、次いで大阪府の8.5%、神奈川の8.3%と 

   なり、国内の主要空港と近い地域が回答の高い割合となった。 

男性, 50.0% 女性, 50.0% 

【F1】あなたの性別をお答えください。(N=1000) 

10・20代, 20.0% 

30代, 20.0% 

40代, 20.0% 

50代, 20.0% 

60代以上, 20.0% 

【年代別】年代別(N=1000) 

▮ アンケート調査概要 

‣過去3年間で沖縄に訪れたことがある18歳以上の男女 

‣1,000件（日本全国） 

調査実施期間 平成30年12月17日（月）～12月21日（金） 

調査対象 

実施方法 ‣Webアンケートにて実施 ※海外は別途実施予定となる。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道 

青森県 

岩手県 

宮城県 

秋田県 

山形県 

福島県 

茨城県 

栃木県 

群馬県 

埼玉県 

千葉県 

東京都 

神奈川県 

新潟県 

富山県 

石川県 

福井県 

山梨県 

長野県 

岐阜県 

静岡県 

愛知県 

三重県 

滋賀県 

京都府 

大阪府 

兵庫県 

奈良県 

和歌山県 

鳥取県 

島根県 

岡山県 

広島県 

山口県 

徳島県 

香川県 

愛媛県 

高知県 

福岡県 

佐賀県 

長崎県 

熊本県 

大分県 

宮崎県 

鹿児島県 

沖縄県 

海外 

【F3】あなたのお住まいの地域をお答えください。（お答えは1つ） (N=1000) 

▮ 回答者の属性について 
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▮ 来沖回数について 

 ‣「1回」が最も多く27％、次いで「2回」の21.4%となる。 

 ‣今後の来訪意欲については、「行きたい」「まぁ行きたい」の回答合計は、93.1%となった。 

1回, 27.0% 

2回, 21.4% 

3回, 17.1% 

4回, 9.4% 

5～9回, 15.1% 

10回以上, 

10.0% 

【Q1】あなたは、今までに沖縄県に観光目的で 

何回行ったことがありますか。 (N=1000) 

行きたい, 74.0% 

まあ行きたい, 

19.1% 

どちらとも言えない, 

4.9% 

あまり行きたくない, 

1.0% 
行きたくない, 1.0% 

【Q2】今後沖縄旅行に行きたいと思いますか。 

 (N=1000) 

1人旅, 15.2% 

家族旅行, 49.9% 

カップル旅行, 14.4% 

友人と旅行, 16.0% 

団体・インセンティブツ

アー, 3.7% 

その他, 0.8% 

【Q3】直近で沖縄旅行した際の旅行形態として 

あてはまるものをお答えください。 (N=1000) 

7.1 

9.2 

8.7 

7.0 

9.7 

7.7 

9.1 

12.2 

7.5 

9.7 

6.6 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1月 

2月 

3月 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

【Q4】あなたが、直近で沖縄旅行した時期は

いつですか。 (N=1000) 

▮ 旅行形態と時期 

 ‣旅行形態は、「家族旅行」が一番多く全体の半数を占める結果となった。 
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▮ 宿泊施設タイプ及び宿泊地域 

 ‣宿泊施設タイプは、「リゾートホテル」が62％、次いで「シティホテル」が29.7%となった。 

 ‣宿泊地域は「那覇」が一番多く、次いで「北部」となった。 

    

65.1 

14.4 

21.0 

28.8 

11.6 

16.0 

0.8 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

那覇 

南部（南城市、糸満市、豊見城市、渡嘉敷村、座間味村な

ど） 

中部（浦添市、宜野湾市、北谷町、沖縄市、読谷村、うるま

市など） 

北部（恩納村、名護市、本部町、今帰仁村、宜野座村、金武

町など） 

宮古（宮古島市、多良間村など） 

八重山（石垣市、竹富町、与那国町など） 

その他 

分からない 

【Q6】直近の沖縄旅行で、宿泊した地域をお答えください。 (N=986) 

62.0 

29.7 

17.9 

5.8 

5.4 

1.4 

2.4 

0.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リゾートホテル 

シティホテル 

ビジネスホテル 

民泊 

ゲストハウス 

クルーズ船（オーバーナイト） 

友人・知人の家 

その他 

宿泊はしていない 

【Q5】直近の沖縄旅行で、あなたが宿泊した施設のタイプをお答えください。（お答えはいくつでも） 

(N=1000) 



24.6 

30.9 

18.5 

17.7 

6.7 

15.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10,000円未満（ 

10,000円～15,000円未満（ 

15,000円～20,000円未満（ 

20,000円～50,000円未満（ 

50,000円以上（ 

分からない 

【Q7】直近の沖縄旅行で、あなたはどの価格帯の宿泊施設に泊まりましたか。 

該当するものを全て選び、宿泊した日数も合わせてお答えください。（N=971） 

※食事料金も含めた「宿泊料金」をお答えください。 
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▮ 宿泊料金及び宿泊日数 

 ‣料金形態について、「10,000円～15,000円」が一番多く30.9％、次に「10,000円未満」が

24.6%となった。 

 ‣また、宿泊日数については、 「2泊」が最も多く37.2%、次いで「1泊」が28.5%となった。  

※1人あたりの料金 
※パック予約等で宿泊料金が明確に分からない場合は、おおよその感覚で回答。 

1泊 

28.5% 

2泊 

37.2% 

3泊 

21.8% 

4泊 

7.5% 

5泊 

3.3% 

6泊 

0.4% 

7泊 

0.8% 

8泊 

0.4% 

宿泊した日数 



納得できる, 24.0% 

まあ納得できる, 29.7% どちらとも言えない, 

24.9% 

あまり納得でき

ない, 12.0% 

納得できな

い, 9.4% 

【Q8】東京都や大阪府で導入されている観光振興を目的とした法定外目的税（宿泊税）の沖

縄県への導入について、あなたは納得できますか。（お答えは1つ） (N=1000) 

0円（支払いたくない）, 

32.7% 

100円, 19.1% 

200円, 20.5% 

500円, 18.9% 

1,000円, 6.6% 

それ以上でもよい, 2.2% 

【Q9_2】 

例えば、宿泊料金に応じた金銭的なご協力（宿泊税）を 

お願いする場合、以下の税率（定率もしくは定額）のうち、 

どの程度までなら支払ってもよいと思いますか。 (N=1000) 
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▮ 宿泊税の導入について 

 ‣沖縄県での導入に「納得できる」もしくは「まぁ納得できる」の回答は、53.7%となった。    

 ‣徴収金額（定率）の設問では「支払っても良い」が65.3%、「支払いたくない」が34.7%となった。 

  「支払っても良い」の中で最も多かったのは「5％」の17.6％となった。 

 ‣また、定額での設問に関しても、「支払っても良い」が67.3%、「支払いたくない」が32.7%となった。 

  「支払っても良い」の中で最も多かったのは、「200円」の20.5%となった。 

0％（支払いたくな

い） 

34.7% 

1% 

16.2% 
2% 

8.7% 

3% 

16.3% 

5% 

17.6% 

10% 

4.1% 

それ以上でもよい 

2.4% 

【Q9_1】 

例えば、宿泊料金に応じた金銭的なご協力（宿泊税）を 

お願いする場合、以下の税率（定率もしくは定額）のうち、 

どの程度までなら支払ってもよいと思いますか。(N=1000) 
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▮ 宿泊税の導入について 

 ‣宿泊税を「支払いたくない」と回答した方について、「観光客が負担すべきものでないから」という意 

  見が一番多く、次いで「メリットが分からない」となった。 

 ‣また、導入による来訪頻度への影響について、50.8％は無いと回答した。一方、「頻度が減ると思 

   う」、 「訪問しなくなると思う」と回答した方は34.6%であった。 

16.8 

46.7 

31.9 

34.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

観光振興施策を行う必要がないから 

観光客が負担すべきものではないから 

これだけの情報では判断できないから 

メリットが分からないから 

その他 

【Q10】宿泊税を支払いたくないとお答えの方にお聞きします。あなたが宿泊税を支払いたくない理

由をお答えください。(N=364) 

訪問頻度に影響はないと

思う, 50.8% 
訪問頻度が減ると思う, 

26.8% 

訪問しなくなると思う, 7.8% 
分からない, 14.6% 

【Q11】宿泊税があなたの負担してもよいと思う金額（税額）を超えた場合、あなたの沖縄への訪問頻度

に影響はありますか。(N=1000) 

※宿泊税を支払いたくないという方は、宿泊税を課されるようになった場合をお答えください。 
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▮ 宿泊税の使途について 

 ‣使途について、最も高かったのは「観光インフラの整備」となり、次いで「沖縄観光の多様化・安定

化」、「観光資源等の保全」となった。 

39.0 

40.3 

20.4 

37.4 

22.1 

6.8 

6.2 

16.0 

11.1 

10.1 

11.3 

6.2 

1.5 

12.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

沖縄観光の多様化・安定化 （沖縄の観光地としてのブランド力強化、
修学旅行などの教育旅行誘致、離島への周遊促進等） 

観光インフラの整備 （休憩場所・トイレの設置促進、ユニバーサルデ
ザイン推進（バリアフリー化）等） 

観光危機管理対応強化 （台風対策、外国人観光客の医療対応等） 
観光資源の保全 （自然環境・歴史文化遺産の保全、リゾート景観の形

成、エコツーリズム推進等） 

観光資源の活用 （食・歴史・文化等を観光化する支援等） 
沖縄観光施策推進に必要な実態把握 （市場分析調査、観光産業実態

調査、観光関連計画策定等） 

多言語対応力強化 （多言語表示、多言語情報発信、多言語対応人材
の育成・確保等） 

観光二次交通対策 （公共交通機関の利便性向上、二次交通（空港や
鉄道駅などから観光地までの交通）に関する情報発信、観光バスの待

機場確保等） 

沖縄観光体験メニュー拡充・強化 （夜に楽しめる観光資源の創出や、
新しい観光資源の開発支援等） 

消費環境拡充 （キャッシュレス対応強化、Free Wi-Fiの整備等） 

観光人材の確保・育成 （観光事業者のサービス向上、地域に精通し
た通訳やガイド育成等） 

県民の観光に対する理解促進 （県民意識調査、観光に関する知識な
どの教育等） 

その他 

分からない 

【Q12】次のうちで、観光目的税を用いて沖縄が進めるべき観光振興の分野はどれだと思われま

すか。沖縄県が進めるべきだと思う観光振興の分野を5つまでお答えください。 (N=1000) 


